
6－8　岐阜・長野県境付近の地震活動（1990年1月24日～）

Seismic　Activity　near　the　Border　of　Gifu　and　Nagano　Prefectures

(January 24,1990-)

　　　　　　　　気象庁地震予知情報課

Earthquake　Prediction　lnformation　Division

　　　　　Japan　Meteorological　Agency

　岐阜・長野県境付近（乗鞍岳南麓）で，1990年1月24日頃から地震活動が活発化した。2月2日

12時までめ地震数は12個，このうち有感となった地震は最大地震でもある25日02時14分のM4.3

（最大震度1：高山）と同日03時57分のM3.8（最大震度1：高山）の2個。このほか，付近有感と

なったものが1個（24日08時07分・M4.1）である［第1図］。

　この地域では，通常でも数は少ないが地震の発生が観測されていた。そして，1986年に入って活

動のレベルがステップアップしていたものである。また，ここでの活動は，このやや南方に発生し

た｢昭和59年長野県西部地震」のその後の活動と相補的とみられるパターンを示している［第2図

一(1)･(2)］。

　今回の地震活動の周辺域における過去の被害地震は，1926年以降3地震である［第2図一（3）］。こ

のうち，2地震は人的被害を発生させている。

注：1989年9月1日からの資料は暫定。なお，最大地震の再計算結果（最終値）はM4.3・深さ7.9㎞，36°03.2’N

　・137°31.8’Eとなった。また，1990年2月2日12時以後の活動状況については，別項｢岐阜・長野県境付近の

　地震活動(1990年4月1日～)」参照。図中のNは乗鞍岳，○は御岳山で，｢昭和59年長野県西部地震」は御岳

　山の南東麓に発生した。
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第1図  岐阜・長野県境付近の地震活動（1990年1月24日～2月2日）

①：震央分布，②：M－T図

Fig.1　 Seismic　activity　near　the　border　of Gifu　and　Nagano　Pref (Jan.24 - Feb.2,1990).

　　   ① : Epicentral distribution, ② : M-T diagram.
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第2図　岐阜・長野県境付近の地震活動

 (1)：1988年1月1日～1990年1月25日，

 (2)：1983年1月1日～1990年1月25日・M3.0以上

Fig．2　Seismic　activity　near　the　border　of Gifu　and　Nagano　Pref．

　　　 (1) : Jan.1,1988 - Jan.25,1990,(2) : Jan.1,1983 - Jan.25,1990･M≧3.0,(3) : Jan.1,1926 - Jan．
　　　 25，1990・M≧4.0(［1］-［3］; Damaging earthquakes).

　　　 ① : Epicentral distribution, 2 : Space-time plot．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2図　つづき
(3):1926年1月1日～1990年1月25日 ･ M4.0以上([1]～[3]は被害地震)。①:震央分布,②:時空間分布。
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